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令和６年度 第１回山梨県地域クラブ活動推進連絡会（概要） 

１．日時 ： 令和６年 7 月１６日（火）１４時００分から１６時３０分 

２．場所 ： 防災新館 ３０２・３０３会議室 

３．参加者： 

 

  



４．内容 

（１）報告 

① 各市町村の進捗状況について 

② 第１回市町村担当者会の概要について 

・本年度の県の取組について説明 

・県総括コーディネーターによる全市町村への訪問の概要説明 

・市町村の取組状況の報告 

※協議会等の設置について 

※市町村コーディネーターの配置について 

※地域クラブ活動への移行の取組実施について 

・第１回市町村担当者会の概要説明 

※実証事業の実施市町村より情報提供（甲府市・都留市・昭和町） 

※県人材バンクシステムについて（募集方法に関わって） 

※各市町村の現状や課題の共有（グループディスカッション） 

（２）議事 

① 地域クラブ活動の推進に向けて～人材と財源確保へのアプローチ～ 

・「①各市町村における体制整備の推進・周知」「②地域クラブ活動への移行の取組推進」

の２つの方針を柱とし、県から市町村への支援体制強化していく 

・各市町村は体制整備ロードマップをイメージし、以下の 2 つを目標案とする 

※令和７年度末までに県内全市町村で STEP０３まで実行 

※令和８年度は「全市町村で１つ以上の地域クラブ活動実施」を目指す 

・上記目標案を達成するためには、以下の①～③がポイントとなる 

①各市町村コーディネーター（専任者）の配置 

②人材確保へのアプローチ 

③財源確保へのアプローチ 

◎目標案および①～③について、委員の方々の意見聴取をおこなった 
 

５．主な発言 

○昨年度からこの会に出席していて、様々な情報を得られている。このような情報も含め、

自分たちの地域がどのようなになっていくのかを、幅広く周知していくことが重要であ

ることを感じている。周知活動をもっと進めてほしい。 

○指導者について、県内にも多くの有資格者がいる。これまでは「売り物はあったけど店

を広げていなかった」状況だったので、スポカルやまなしという店をひろげ、多くの指

導者がマッチング出来るような状況をつくっていくべきでは。 

○情報発信として、SNS の活用をもっと推進させていくべきだと考える。また、目安箱の

ような、山梨県の地域移行に関わる相談について対応機能もできるとよい。 



○昨年度から参加しているが、これまでに様々なことが議論されている。今回の提案を聞

いて、いよいよ進んでいかなければいけないと感じている。 

○現在、山梨県が進めている地域移行の取組は、他県から見ると進んでいないように思え

るが、国が示す方針に対して丁寧な対応をしている状況にあり、他県から良い評価を得

ているところもある。地域クラブ活動の準備が整ったときに、子どもたちの発表の場で

ある大会について、体制整備をこれからも丁寧におこなっていきたい。 

○市町村の行政役として関わっているが、コーディネーターの存在は確かに大きいところ

がある。しかし、最終的には行政、学校、地域がみんなで子どもたちのために考えてい

くことが重要だと考える（全員がコーディネーター）。 

 
 

【R6第１回推進連絡会を終えて】 

○９月におこなわれる第２回市町村担当者会で、会で示した目標案を基に本県の具体的な方針

を示せるよう進める 

○応援企業登録制度について、具体的な内容等を詰めていき取組を進める 

○SNSの活用を具体化するため、県 HPやスポカルやまなしでの対応等を協議する 

○保健体育課・スポーツ振興課・文化振興文化財課・義務教育課の４課ワーキングを進め。庁

内の連携や協働を推進させる 

 


